
地理空間情報ライブラリーは、インターネットを利用して地理空間情報を利用者に提供する「仮想的な図書館」
です。 地理空間情報ライブラリーには、国土地理院の地図・空中写真及び国・地方公共団体が整備した図面等が
登録されており、このサイトより検索・閲覧・入手が行えます。

地理空間情報ライブラリーとその利用
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「台風第２６号による大雨」に係わる被災情報を配信・共有
情報を自在に重ねて表示可能

緊急撮影した空中写真
・火山土地条件図
・火山基本図 など
主題情報も閲覧可能

地理空間情報ライブラリーの利用 (地理院地図で表示）

被災箇所（斜め写真）
正射画像において被災前後の把握
被災前 被災後

重ね合わせ情報を
スライドバーで透過さ
せ表示も可能



防災ヘリ ヘリテレ・ヘリサット情報

防災センター

・SAR画像
・道路啓開情報
・現場状況情報
etc

無人ヘリ 現地画像 イメージ

・被災者の位置情報

上空から現地の被災状況を把握

現地画像
現地からリアルタイム配信されるライブ
カメラやヘリテレ等の画像を電子防災
情報システムに集約

各情報源からオンラインで提供される情報を集約

リアルタイムに情報をリアルタイムに情報を
11枚の地図に重ね合わせ枚の地図に重ね合わせ

ライブカメラ 現地状況画像

電子防災情報システムの整備

災害発生直後から、各情報源よりオンラインで提供される各種情報（現場情報や被災者情報、各種支援活
動情報）を集約し、リアルタイムに電子地図上に統合表示して共有し、迅速に把握することができるフレーム
ワークとして、電子防災情報システムを構築する。
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現場
現場の端末から情報を発信
防災センターと同じ情報を共有

浸水範囲

○○橋落橋

○○病院
備蓄燃料

防災センター
壁面ディスプレィやデジタル地図テーブ
ルで集約情報表示

デジタル地図テーブル

壁面投影

現在位置
共有

TEC-FORCEや部隊等の現在位置を
防災センターとリアルタイムに共有

地方公共団体

8名孤立
8名孤立

○○橋落橋

11枚の地図に重ね合わせ枚の地図に重ね合わせ

災害発生時に各情報源からの膨大な情報がリアルタイムに集約され、１枚の地図上で共有することに
より、防災センターや地方整備局等の現場での迅速な状況把握及び的確な対応がこれに基づき可能
となる。
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＜情報提供の現状＞

電子基準点で最大、水平に約5.3m・上下に約1.2mの地殻変動を観測 ⇒ 地盤沈下の注意喚起に活用

＜情報提供に関する今後の取り組み＞

津波予測支援のためのリアルタイム解析

＜東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動（水平・上下）
＞

＜地盤沈下に伴う浸水被害＞

電子基準点
牡鹿

約5.3m移動

電子基準点

GPS衛星 5時間後
に第1報

電子基準点
牡鹿

約1.2m沈下

＜情報提供に関する今後の取り組み＞
地殻変動解析手法の高度化や、GPS以外の衛星測位システムも活用することにより、地震による
地殻変動をより迅速に把握し、地盤沈下地域の把握、避難の初動支援、津波予測の高度化等に貢献。

現状

・ 地震発生後、手動で解析
・1 cm精度の情報提供に約5時間
・10 cm精度の情報は未提供

・ 緊急地震速報をトリガーに自動解析
・1 cm精度の情報提供時間を半減
・10 cm精度の情報をリアルタイム提供

目標

断層モデルの即時推定

・地盤沈下地域の把握
・避難の初動支援
・津波予測の高度化支援

地震・津波発災時における
生活者の安全・安心情報
の提供

効果解析手法の高度化 アウトプット

地震時の変動を即時把握

13




